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「
教
育
委
員
会
だ
よ
り
」記
事
中
の
電
話
番
号
の
市
外
局

番
は「
０
２
６
９
」で
す
。（
別
途
記
載
あ
る
も
の
を
除
く
）
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傷
つ
け
る
言
葉
と
元
気
を
く
れ
る
言
葉
の
中
で

飯
山
市
人
権
同
和
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
会
　
会
長
　                 

                                         

髙
澤
　
寛

　
「
人
生
は
あ
な
た
が
思
う
ほ
ど

悪
く
な
い
…
」
と
い
う
言
葉
を
、

ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
の
頃
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
で
よ
く
耳
に
す
る
の
で
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
私
の
大
好
き
な
言
葉

で
す
。
こ
う
い
っ
た
心
を
元
気
に

す
る
言
葉
は
、
グ
ッ
ド
フ
レ
ー
ズ

と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
最
近
、
私
は
正
岡
子
規
が
死
の

直
前
に
、
留
学
中
の
夏
目
漱
石
に

宛
て
た
手
紙
を
目
に
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
「
僕
は
と
て
も
君
に
再

会
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
…
。
実
は

僕
は
生
き
て
い
る
の
が
苦
し
い
の

だ
」と
い
う
も
の
で
し
た
。
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。
何
だ
か
私
の
グ
ッ
ド

フ
レ
ー
ズ
が
薄
っ
ぺ
ら
に
思
え
た

の
で
す
。

　

子
規
は
結
核
と
い
う
身
体
の

病
気
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
周
り

に
は
心
を
傷
つ
け
ら
れ
て
苦
し
ん

で
い
る
人
が
数
多
く
い
ま
す
。
差

別
的
な
言
葉
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し

た
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た

り
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
苦
悩

を
ふ
り
ま
い
て
い
る
も
の
は
、
特

定
又
は
不
特
定
の
人
間
で
す
。
相

手
が
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
こ
の
種
の
苦
悩
の
解
決
を
一

層
難
し
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
心

な
い
一
言
に
傷
つ
き
悩
み
、
命
を

絶
つ
人
さ
え
い
る
の
で
す
。

　
心
が
傷
つ
い
た
ら
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
先
ず
は
そ
の
痛
み
を

訴
え
る
こ
と
で
す
。
父
母
で
も
、

友
人
で
も
、
行
政
で
も
、
誰
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
も
う
ひ

と
つ
、
そ
の
苦
し
さ
に
潰
さ
れ
な

い
よ
う
に
、
自
分
で
自
分
を
励
ま

す
こ
と
も
大
切
で
す
。
身
の
ま
わ

り
の
言
葉
の
中
か
ら
、
自
分
を
支

え
て
く
れ
る
も
の
を
探
す
の
も
、

そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ど
う
し
て
私
は
グ
ッ
ド
フ
レ
ー

ズ
を
薄
っ
ぺ
ら
だ
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
生
き
る
こ
と
が
つ
ら
い

人
の
苦
し
み
を
、
一
気
に
取
り
去

る
言
葉
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
と

い
う
の
に
…
。
苦
し
さ
に
喘
い
で

い
る
心
に
ち
ょ
っ
と
息
を
さ
せ
て

あ
げ
る
、
そ
れ
が
グ
ッ
ド
フ
レ
ー

ズ
の
力
で
す
。
ふ
っ
と
緊
張
が
ほ

ど
け
る
、
そ
れ
で
十
分
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し

て
私
た
ち
の
社
会
は
こ
れ
ほ
ど

疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

人権学習
シリーズ

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
飯
山
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
公
募
委
員
を
募
集

今
年
も
「
飯
山
・
栄
チ
ー
ム
」
と
し
て
出
場

長
野
県
縦
断
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

学
校
プ
ー
ル
で
地
元
開
催
の
国
ス
ポ
種
目
を
体
験

中
学
生
が
カ
ヌ
ー
体
験

　
飯
山
市
で
は
、
子
ど
も
子
育
て

施
策
の
合
議
の
場
と
し
て
「
飯
山

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は
、

５
年
を
１
期
と
す
る
「
飯
山
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
・
変
更
に
つ
い
て
意
見
を

い
た
だ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
推
進
に
つ
い
て
、
実
施

状
況
を
調
査
・
審
議
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
広
く
市
民
の
皆

　

第
73
回
長
野
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会
が
11
月
24
日
㈰
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
昨
年
、
飯
山
市
は
「
飯

山
・
栄
チ
ー
ム
」
と
し
て
出
場
し
、

12
位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。
今
大
会
も
、
大
会
規
定
に
定

　
令
和
10
年
（
２
０
２
８
年
）
に

「
信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
」
の
カ

ヌ
ー
競
技
（
ス
プ
リ
ン
ト
）
が
北

竜
湖
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
元
選
手
の
発
掘
な
ど
を
目
的

に
、
長
野
県
カ
ヌ
ー
協
会
に
よ
る

カ
ヌ
ー
体
験
会
が
城
南
中
学
校
と

城
北
中
学
校
で
８
月
下
旬
〜
９
月

上
旬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
会
で
は
、
両
校
の
１
学
年

お
よ
び
２
学
年
生
徒
が
、
長
野
県

様
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
（
次
の
要
件
す
べ
て　
　

　
に
該
当
す
る
方
）

⑴
飯
山
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る　

 

　
20
歳
以
上
の
方

⑵
他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る

　
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い
な
い
方

⑶
飯
山
市
の
議
会
議
員
ま
た
は

　
職
員
で
な
い
方

⑷
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▽
募
集
人
員　
　
３
名

め
ら
れ
た
参
加
標
準
記
録
を
突
破

す
る
選
手
数
を
確
保
で
き
る
見
込

み
と
な
り
、昨
年
に
引
き
続
き
「
飯

山
・
栄
チ
ー
ム
」
と
し
て
参
加
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
長
野
市
の
信
濃
毎
日
新

聞
本
社
前
を
ス
タ
ー
ト
、
し
ん
き

ん
諏
訪
湖
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
14
区
間
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

飯
山
・
栄
チ
ー
ム
は
、
若
い
世
代

を
中
心
に
昨
年
を
上
回
る
成
績
を

目
指
し
て
襷た
す
きをつ
な
ぎ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
℡
６
７
―
０
７
４
６
（
課
代
表
）

カ
ヌ
ー
協
会
の
指
導
者
の
手
ほ
ど

き
で
実
際
に
カ
ヌ
ー
を
体
験
。
参

加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
と
て
も

楽
し
い
」「
自
分
も
カ
ヌ
ー
競
技

を
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
飯
山
市
で
は
引
き
続
き
、
国
ス

ポ
カ
ヌ
ー
競
技
開
催
に
向
け
て
、

選
手
の
発
掘
・
育
成
を
長
野
県
カ

ヌ
ー
協
会
と
と
も
に
行
っ
て
い
き

ま
す
。

▽
受
付
期
限　
11
月
11
日
㈪
ま
で

▽
任
期　
２
年
間
（
令
和
８
年
11

     
月
30
日
ま
で
）

▽
報
酬　
市
条
例
で
定
め
る
額

▽
申
込
手
続　
子
ど
も
育
成
課
窓

　
口（
市
役
所
３
階
）に
あ
る
応
募

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　
う
え
、持
参
、郵
送
、電
子
メ
ー

　
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
６
２
―
５
９
９
０
）　

　

で
提
出
。
応
募
申
込
書
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
可
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
子
育
て
支
援
係

　
℡
６
７
―
０
７
４
１
（
課
代
表
）

　
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
は
、

児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を

把
握
・
分
析
し
、
指
導
方
法
の
改

善
や
教
育
施
策
の
改
善
・
充
実
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

４
月
18
日
に
小
学
校
６
年
生
、
及

び
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
国
語

科
、
算
数
・
数
学
科
の
２
教
科
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
は
、
国
語
科
で
全
国

平
均
を
４・８
ポ
イ
ン
ト
程
度
、
算

数
科
で
全
国
平
均
を
４・６
ポ
イ
ン

ト
程
度
下
回
る
と
い
う
厳
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
、
国
語
科
で
全
国

平
均
を
１・６
ポ
イ
ン
ト
程
度
、
数

学
科
で
全
国
平
均
を
２
ポ
イ
ン
ト

程
度
上
回
り
、
授
業
改
善
の
成
果

が
大
き
く
表
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
を
踏
ま
え
、

小
学
校
高
学
年
の
教
科
担
任
制
を

取
り
入
れ
た
り
、
市
全
体
で
取
り

組
む
小
学
校
学
年
会
、
中
学
校
教

科
会
に
よ
る
授
業
改
善
を
大
切
に

し
た
り
し
、
結
果
分
析
を
も
と
に

し
た
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
個
の
学
習

か
ら
生
ま
れ
た「
問
い
」を
も
と
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
児
童
生
徒
同
士

の
協
働
学
習
等
に
よ
り
、
課
題
解

決
で
き
る
力
を
育
む
た
め
の
授
業

を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
学
校
教
育
係

　
℡
６
７
―
０
７
４
１
（
課
代
表
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
準
備
課

　
℡
６
７
―
０
７
４
６
（
課
代
表
）

カルロ先生（左）とキャサリン先生（右）

学校別 教科 全国 飯山市

小学校6年生
国語 67.8 63
算数 63.6 59

中学校3年生
国語 58.4 60
数学 53.0 55

令和6年度全国学力・学習状況調査結果概要（飯山市と全国の比較）

※全国平均正答率は小数第一位、市平均は整数値で公表（単位：％）

学校プールでカヌーを体験する
城南中学校生徒の皆さん

昨年出場時の「飯山・栄チーム」の選手・
スタッフの皆さん

令
和
６
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

結
果
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　市内小学校で英語の授業を担当する
ALT（外国語指導助手）として、カルロ・
ヴァデュゴ・ヘスス先生（アメリカ出身）、
メリル・キャサリン・アン先生（イギリス
出身）が着任し、江沢市長と懇談しました。
カルロ先生は常盤小学校・泉台小学校・
飯山小学校で、キャサリン先生は飯山小
学校、戸狩小学校、東小学校で英語の
授業を担当されます。
　飯山市では小中学校の児童生徒の皆
さんに生きた英語を学んでいただくため、
計５名のALTを各小中学校に配置して
います。
（お問い合わせ）
　子ども育成課学校教育係
　℡ 67-0741（課代表）

飯山市の新しいＡＬＴ
カルロ先生とキャサリン先生着任

●期日　10月26日（土）午後１時30分～3時50分
●会場　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
●内容　・講演「アフリカ少年が日本で育った結果」
　　　　　（講師：星野ルネさん（タレント、漫画家））
　　　　・大会宣言
　　　　・市内小中学校児童生徒による作文発表、
　　　　　人権ポスターの展示、作文・標語作品集の配布
●お問い合わせ　人権政策課　℡67-0743（課代表）

第52回  差別のない明るい飯山市を築く市民大会
　10月26日（土）午後１時30分～3時50分


